
(57)【要約】

改良されたコントラスト視覚化を伴う、患者に流体を手

動で注入する装置及び方法が開示される。本装置は、プ

ランジャが往復動可能に取り付けられたシリンダを具備

する注射器を備えている。該注射器は、それ自体が放射

線不透過性コントラスト源に接続されたマニホールドに

接続されている。前記シリンダ内における前記プランジ

ャの引き出しは、前記シリンダにコントラストを引き込

み、また、前記プランジャの押し下げは、コントラスト

を前記マニホールドを通じて及びカテーテルを通じて患

者へ押し込む。注入の速さ、従ってコントラストの視覚

化の速度を増加させるために、改良された視覚化装置は

、ヒータの形態で、又はこれに代えて、拡張可能なカテ

ーテルの形態で提供されることが可能である。前記ヒー

タは、前記コントラスト材料の温度を上げるために前記

装置内のいかなる位置に配置されることが可能であり、

それは、代わりに、その粘性を低下させ、これにより、

流体が注入され得る速さを増加させる。前記拡張可能な

カテーテルは、前記コントラスト材料が血流からのより

小さい抵抗及び稀釈で患者に注入されるように、血管構
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 を 注 入 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 注 入 装 置 で あ っ て 、
入 力 装 置 と 、
該 入 力 装 置 と 流 体 的 に 連 通 す る カ テ ー テ ル と 、
前 記 入 力 装 置 及 び 前 記 カ テ ー テ ル の う ち の １ つ に 機 能 的 に 関 連 し 、 流 体 が 注 入 さ れ 得 る 速
さ を 増 加 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 、 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 と
を 備 え る 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 入 力 装 置 は 、 注 射 器 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 注 射 器 は 、 手 動 で 操 作 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 は 、 前 記 流 体 の 温 度 を 上 昇 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た ヒ ー タ で あ
る 請 求 項 １ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 は 、 前 記 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 近 傍 の 拡 張 可 能 な 部 材 で あ る 請 求
項 １ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
マ ニ ホ ー ル ド と 、 流 体 ラ イ ン と を さ ら に 備 え 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド は 、 第 １ 及 び 第 ２ 端 と 複
数 の 入 力 ポ ー ト と を 有 し 、 前 記 注 射 器 は 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 第 １ 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 流
体 ラ イ ン は 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 入 力 ポ ー ト の う ち の １ つ に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載
の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 カ テ ー テ ル は 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 ６ 記 載 の 流 体 注 入
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 流 体 は 、 放 射 線 不 透 過 性 コ ン ト ラ ス ト で あ る 請 求 項 ７ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 流 体 ラ イ ン は 、 弁 を 具 備 し て い る 請 求 項 ７ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 前 記 カ テ ー テ ル 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 電 気 加 熱 コ イ ル で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 放 射 、 対 流 、 伝 導 を 含 む 加 熱 形 態 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 加 熱 形 態 を 採
用 し て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 前 記 注 射 器 、 流 体 ラ イ ン 、 マ ニ ホ ー ル ド 、 及 び カ テ ー テ ル の う ち の １ つ に
統 合 さ れ て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 流 体 注 入 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
プ ラ ン ジ ャ を 注 射 器 シ リ ン ダ か ら 引 き 出 し て 流 体 を 前 記 シ リ ン ダ に 引 き 込 む ス テ ッ プ と 、
前 記 プ ラ ン ジ ャ を 前 記 シ リ ン ダ に 押 し 下 げ て 前 記 流 体 を 前 記 シ リ ン ダ の 出 口 か ら 出 さ せ る
ス テ ッ プ と 、
前 記 流 体 が 注 入 さ れ 得 る 速 さ を 増 加 さ せ る ス テ ッ プ と 、
患 者 に 前 記 流 体 を 注 入 す る ス テ ッ プ と
を 有 す る 流 体 を 手 動 で 注 入 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 増 加 さ せ る ス テ ッ プ は 、 前 記 流 体 の 粘 性 を 低 下 さ せ る ス テ ッ プ を 有 し て い る 請 求 項 １
４ 記 載 の 流 体 を 手 動 で 注 入 す る 方 法 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 流 体 の 粘 性 は 、 前 記 流 体 を 加 熱 す る こ と に よ り 低 下 さ れ る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 流 体 を 手
動 で 注 入 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 流 体 は 、 カ テ ー テ ル で 患 者 に 注 入 さ れ 、 前 記 加 熱 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 カ テ ー テ ル 近
傍 で 生 じ る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 流 体 を 手 動 で 注 入 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 増 加 さ せ る ス テ ッ プ は 、 注 入 領 域 近 傍 で 血 流 を 制 限 す る こ と に よ り 実 行 さ れ る 請 求 項
１ ４ 記 載 の 流 体 を 手 動 で 注 入 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 流 体 は 、 カ テ ー テ ル で 注 入 さ れ 、 前 記 血 流 は 、 前 記 カ テ ー テ ル の サ イ ズ を 拡 大 さ せ る
こ と に よ り 制 限 さ れ る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 流 体 を 手 動 で 注 入 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
動 作 可 能 な プ ラ ン ジ ャ を 具 備 す る 注 射 器 と 、
複 数 の 入 力 ポ ー ト と 第 １ 及 び 第 ２ 端 と を 有 し 、 前 記 注 射 器 が 前 記 第 １ 端 に 接 続 さ れ た マ ニ
ホ ー ル ド と 、
第 １ 及 び 第 ２ 端 を 有 し 、 該 第 １ 端 が 前 記 複 数 の 入 力 ポ ー ト の う ち の １ つ に 接 続 さ れ た 流 体
ラ イ ン と 、
前 記 カ テ ー テ ル の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ た カ テ ー テ ル と 、
前 記 流 体 ラ イ ン と 連 通 す る 流 体 源 と 、
前 記 注 射 器 、 マ ニ ホ ー ル ド 、 流 体 ラ イ ン 、 カ テ ー テ ル 、 及 び 流 体 源 の う ち の １ つ に 機 能 的
に 関 連 し た ヒ ー タ と
を 備 え る 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 流 体 は 、 放 射 線 不 透 過 性 コ ン ト ラ ス ト で あ る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
弁 が 、 そ れ を 通 じ た 流 体 の 流 れ を 制 御 す る た め に 前 記 流 体 ラ イ ン に 介 在 さ れ て い る 請 求 項
２ ０ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 前 記 注 射 器 、 マ ニ ホ ー ル ド 、 流 体 ラ イ ン 、 及 び カ テ ー テ ル の う ち の １ つ に
統 合 さ れ て い る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
動 作 可 能 な プ ラ ン ジ ャ を 具 備 す る 注 射 器 と 、
複 数 の 入 力 ポ ー ト と 第 １ 及 び 第 ２ 端 と を 有 し 、 前 記 注 射 器 が 前 記 第 １ 端 に 接 続 さ れ た マ ニ
ホ ー ル ド と 、
第 １ 及 び 第 ２ 端 を 有 し 、 該 第 １ 端 が 前 記 複 数 の 入 力 ポ ー ト の う ち の １ つ に 接 続 さ れ た 流 体
ラ イ ン と 、
前 記 カ テ ー テ ル の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ た カ テ ー テ ル と 、
前 記 流 体 ラ イ ン と 連 通 す る 流 体 源 と 、
前 記 カ テ ー テ ル に 関 連 付 け ら れ 、 カ テ ー テ ル の 挿 入 の 後 に 、 及 び 血 流 を 制 限 さ せ る た め の
注 入 に 先 立 っ て 、 拡 張 可 能 で あ る 拡 張 可 能 な リ ン グ と
を 備 え る 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 流 体 は 、 放 射 線 不 透 過 性 コ ン ト ラ ス ト で あ る 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
弁 が 、 そ れ を 通 じ た 流 体 の 流 れ を 制 御 す る た め に 前 記 流 体 ラ イ ン に 介 在 さ れ て い る 請 求 項
２ ４ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
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操 作 可 能 な 入 力 装 置 と 、
該 入 力 装 置 に 関 連 付 け ら れ 、 注 入 に 先 立 っ て 流 体 の 温 度 を 上 昇 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た ヒ
ー タ と
を 備 え る 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 流 体 は 、 放 射 線 不 透 過 性 コ ン ト ラ ス ト で あ る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 前 記 入 力 装 置 に 統 合 さ れ て い る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 電 気 コ イ ル で あ る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 ヒ ー タ は 、 放 射 、 対 流 、 及 び 伝 導 を 含 む 加 熱 形 態 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 加 熱 形 態
を 採 用 し て い る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
操 作 可 能 な 入 力 装 置 と 、
該 入 力 装 置 に 接 続 さ れ た カ テ ー テ ル と 、
該 カ テ ー テ ル に 関 連 付 け ら れ 、 前 記 カ テ ー テ ル が 注 入 中 に 血 流 を 制 限 す る た め に 患 者 に 挿
入 さ れ た 後 で 、 拡 大 す る よ う に 構 成 さ れ た 拡 張 可 能 な 部 材 と
備 え る 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 概 し て 、 流 体 注 入 装 置 に 関 し 、 特 に 、 手 動 で 操 作 さ れ る 注 射 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
多 く の 医 療 処 置 が 流 体 の 注 入 を 要 求 し て お り 、 そ の 一 例 は 、 血 管 造 影 法 で あ る 。 血 管 造 影
法 は 、 血 管 中 の 異 常 又 は 制 限 の 検 知 及 び 処 置 で 使 用 さ れ る 手 順 で あ る 。 血 管 構 造 の Ｘ 線 撮
影 イ メ ー ジ は 、 血 管 造 影 法 中 に 、 カ テ ー テ ル に よ っ て 静 脈 又 は 動 脈 に 放 射 線 不 透 過 性 の 流
体 又 は コ ン ト ラ ス ト を 注 入 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 注 入 が 生 じ る 静 脈 又 は 動 脈 と 流 体 的
に 接 続 さ れ た 血 管 構 造 は 、 コ ン ト ラ ス ト 材 料 で 満 た さ れ る 。 そ の 後 、 Ｘ 線 は 、 コ ン ト ラ ス
ト 材 料 が 注 入 さ れ た 身 体 の 領 域 を 透 過 す る と 共 に 、 コ ン ト ラ ス ト 材 料 に 吸 収 さ れ 、 該 コ ン
ト ラ ス ト 材 料 を 含 ん で い る 血 管 の Ｘ 線 撮 影 の ア ウ ト ラ イ ン 又 は イ メ ー ジ を 生 成 す る 。 コ ン
ト ラ ス ト 材 料 で 満 た さ れ た 血 管 の Ｘ 線 イ メ ー ジ は 、 通 常 は 、 フ ィ ル ム 又 は ビ デ オ テ ー プ 上
に 記 録 さ れ 、 そ し て 、 蛍 光 透 視 鏡 モ ニ タ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
コ ン ト ラ ス ト の 注 入 が 生 じ る 速 さ は 、 該 注 入 の 速 さ が 連 続 的 に コ ン ト ラ ス ト を 運 び 去 る か
又 は 洗 い 流 す 血 管 を 通 じ た 血 液 の 流 れ を 相 殺 す る の で 、 生 じ る Ｘ 線 撮 影 イ メ ー ジ を 増 強 す
る 。 よ り 速 い コ ン ト ラ ス ト の 注 入 は 、 Ｘ 線 イ メ ー ジ 化 の 間 に お け る コ ン ト ラ ス ト の よ り 高
い 濃 度 、 従 っ て 、 血 管 の よ り 高 い Ｘ 線 不 透 過 性 を 意 味 す る 。 コ ン ト ラ ス ト 材 料 の 高 い 粘 性
、 カ テ ー テ ル 及 び そ の 他 の 流 体 チ ャ ネ ル 中 の 流 れ 抵 抗 の た め に 、 コ ン ト ラ ス ト の 迅 速 な 注
入 の た め に 必 要 な 力 は 比 較 的 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
プ ラ ン ジ ャ の 押 し 下 げ の た め に 必 要 な 大 き い 力 に 起 因 す る さ ら な る 要 因 は 、 現 在 の 技 術 が
発 展 し た よ う に 、 血 管 造 影 法 に 使 用 さ れ る カ テ ー テ ル の サ イ ズ が 小 さ く な っ た と い う こ と
で あ る 。 カ テ ー テ ル の 出 口 径 は 、 ４ 又 は ５ フ レ ン チ サ イ ズ の カ テ ー テ ル に 小 さ く な っ て い
る 。 そ の 結 果 、 動 脈 へ 注 入 す る の に 必 要 な 力 は 著 し く 増 加 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
現 在 の と こ ろ 、 手 動 の 注 射 器 は 、 ほ と ん ど の 動 脈 に コ ン ト ラ ス ト を 注 入 す る た め に 使 用 さ
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れ て い る 。 大 き な 流 量 の コ ン ト ラ ス ト が 要 求 さ れ る と き 、 ベ ン ト リ ロ グ ラ フ ィ （ ventrilo
graphy） （ 左 心 室 へ の 注 入 ） の 場 合 に は 、 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ へ の 十 分 な 手 動 の 力 を 適 用 す
る こ と が 不 可 能 な こ と に よ り 十 分 に 大 き い 流 量 で 手 動 の 注 射 器 を 操 作 す る こ と が で き な い
の で 、 典 型 的 に は 動 力 化 注 射 器 が 使 用 さ れ る 。 該 動 力 化 注 射 器 は 、 流 量 及 び 注 入 量 を 最 初
に 設 定 す る こ と に よ り 操 作 さ れ る 。 次 い で 、 オ ペ レ ー タ は 、 コ ン ト ラ ス ト を 注 入 す る た め
の モ ー タ 又 は 同 種 の も の を 作 動 さ せ る 手 動 コ ン ト ロ ー ラ 上 の ボ タ ン を 押 す こ と に よ り 、 シ
ス テ ム を 作 動 さ せ る 。 そ の よ う な 動 力 化 注 射 器 の 例 は 、 米 国 特 許 第 5,515,851号 及 び 第 5,9
16,165号 に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 第 5,515,851号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】
米 国 特 許 第 5,916,165号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し な が ら 、 そ の よ う な 動 力 化 注 射 器 が 或 る 用 途 に お い て は 望 ま し い 一 方 で 、 他 の 例 で
は 、 手 動 の 注 射 器 を 使 用 す る こ と が 有 利 で あ ろ う 。 手 動 の 注 射 器 を 使 用 す る こ と の １ つ の
利 点 は 、 注 入 の よ り 直 接 的 な 制 御 が オ ペ レ ー タ に 提 供 さ れ る と い う こ と で あ る 。 例 え ば 、
注 入 処 理 中 に 抵 抗 に 遭 遇 す る 場 合 に は 、 オ ペ レ ー タ は 、 圧 力 の 増 加 に よ り 抵 抗 、 従 っ て 手
動 で プ ラ ン ジ ャ を 押 し 下 げ る の に 必 要 な 力 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ れ 故 、 手 動 で 注 入 を 行 な う こ と を 可 能 に す る が 、 動 力 化 注 射 器 を 採 用 せ ず に そ の よ う 手
動 操 作 に 必 要 な 力 を 低 下 す る 流 体 注 入 装 置 を 提 供 す る こ と は 有 利 で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に 係 る 流 体 注 入 装 置 は 、 流 体 を 注 入 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 注 入 装 置 で あ っ て 、
入 力 装 置 と 、 該 入 力 装 置 と 流 体 的 に 連 通 す る カ テ ー テ ル と 、 前 記 入 力 装 置 及 び 前 記 カ テ ー
テ ル の う ち の １ つ に 機 能 的 に 関 連 し 、 流 体 が 注 入 さ れ 得 る 速 さ を 増 加 さ せ る よ う に 構 成 さ
れ た 、 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 と を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の １ つ の 観 点 に よ れ ば 、 流 体 を 注 入 す る よ う に 構 成 さ れ た 流 体 注 入 装 置 は 、 入 力 装
置 と 、 カ テ ー テ ル と 、 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 と を 備 え る よ う に 提 供 さ れ る 。 前 記 カ テ ー テ
ル は 、 前 記 入 力 装 置 と 流 体 的 に 連 通 し て い る 。 前 記 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 は 、 流 体 が 注 入
さ れ 得 る 速 さ を 増 加 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば 、 流 体 を 手 動 で 注 入 す る 方 法 は 、 プ ラ ン ジ ャ を 注 射 器 シ リ ン ダ
か ら 引 き 出 し て 流 体 を シ リ ン ダ 内 に 引 き 込 む ス テ ッ プ と 、 プ ラ ン ジ ャ を シ リ ン ダ に 押 し 下
げ て 流 体 を シ リ ン ダ の 出 口 か ら 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、 流 体 が 注 入 さ れ 得 る 速 さ を 増 加 さ せ
る ス テ ッ プ と 、 患 者 に 流 体 を 注 入 す る ス テ ッ プ と を 有 す る よ う に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば 、 手 動 操 作 の 流 体 注 入 装 置 は 、 注 射 器 と 、 マ ニ ホ ー ル ド と 、 流
体 ラ イ ン と 、 カ テ ー テ ル と 、 流 体 源 と 、 ヒ ー タ と を 備 え る よ う に 提 供 さ れ る 。 前 記 注 射 器
は 、 動 作 可 能 な プ ラ ン ジ ャ を 具 備 し て い る 一 方 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド は 、 第 １ 及 び 第 ２ 端 に
複 数 の 入 口 ポ ー ト を 有 し て い る 。 前 記 注 射 器 は 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 第 １ 端 に 接 続 さ れ て
い る 。 前 記 カ テ ー テ ル は 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ て い る 。 前 記 流 体 源 は 、
前 記 流 体 ラ イ ン を 介 し て 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 入 口 ポ ー ト の う ち の １ つ と 連 通 し て い る 一 方
、 前 記 ヒ ー タ は 、 前 記 注 射 器 、 マ ニ ホ ー ル ド 、 流 体 ラ イ ン 、 カ テ ー テ ル 、 又 は 流 体 源 の う
ち の １ つ に 機 能 的 に 関 連 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば 、 手 動 操 作 の 流 体 注 入 装 置 は 、 注 射 器 と 、 マ ニ ホ ー ル ド と 、 流
体 ラ イ ン と 、 カ テ ー テ ル と 、 流 体 源 と 、 拡 張 可 能 な リ ン グ と を 備 え る よ う に 提 供 さ れ る 。
前 記 注 射 器 は 、 動 作 可 能 な プ ラ ン ジ ャ を 具 備 し て い る 一 方 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド は 、 第 １ 及
び 第 ２ 端 に 複 数 の 入 口 ポ ー ト を 有 し て い る 。 前 記 注 射 器 は 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 第 １ 端 に
接 続 さ れ て い る 。 前 記 カ テ ー テ ル は 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ て い る 。 前 記
流 体 源 は 、 前 記 流 体 ラ イ ン を 介 し て 前 記 マ ニ ホ ー ル ド の 入 口 ポ ー ト の う ち の １ つ と 連 通 し
て い る 一 方 、 前 記 拡 張 可 能 な リ ン グ は 、 前 記 カ テ ー テ ル に 関 連 付 け ら れ 、 カ テ ー テ ル 挿 入
の 後 に 、 及 び 血 流 を 制 限 さ せ る た め の 注 入 に 先 立 っ て 、 拡 張 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば 、 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム は 、 操 作 可 能 な 入 力 装 置 と 、 該
入 力 装 置 に 関 連 付 け ら れ 、 注 入 に 先 立 っ て 流 体 の 温 度 を 上 昇 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た ヒ ー
タ と を 備 え る よ う に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば 、 手 動 操 作 の 流 体 注 入 シ ス テ ム は 、 操 作 可 能 な 入 力 装 置 と 、 該
入 力 装 置 に 接 続 さ れ た カ テ ー テ ル と 、 該 カ テ ー テ ル に 関 連 付 け ら れ 、 前 記 カ テ ー テ ル が 注
入 中 に 血 流 を 制 限 す る た め に 患 者 に 挿 入 さ れ た 後 で 、 拡 大 す る よ う に 構 成 さ れ た 拡 張 可 能
な 部 材 と を 備 え る よ う に 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の こ れ ら の 及 び そ の 他 の 観 点 及 び 特 徴 は 、 添 付 の 図 面 と 共 に 得 ら れ た と き に 、 次 の
詳 細 な 説 明 か ら よ り 明 白 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ て 、 図 面 を 参 照 し て 、 そ し て 、 特 に 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 教 示 に 従 っ て 構 築 さ れ た
手 動 操 作 の 流 体 注 入 装 置 は 、 参 照 符 号 20に よ っ て 概 し て 示 さ れ る 。 装 置 20は 、 供 給 源 22か
ら 患 者 （ 図 示 せ ず ） へ 、 放 射 線 不 透 過 性 コ ン ト ラ ス ト の 注 入 の た め の 手 動 で 操 作 さ れ る 装
置 20に 関 し て 示 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の 教 示 が 、 そ の 他 の 流 体 の 注 入 の た め に 、
ま た 同 様 に 、 パ ワ ー ア シ ス ト 又 は 自 動 注 入 シ ス テ ム に お い て 使 用 す る こ と が で き る と い う
こ と は 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ 中 に 示 さ れ る よ う に 、 装 置 20は 、 手 動 で 操 作 さ れ る 注 射 器 24と 、 マ ニ ホ ー ル ド 26と 、
第 １ の 流 体 ラ イ ン 28と 、 第 ２ の 流 体 ラ イ ン 30と 、 カ テ ー テ ル 32と 、 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置
34と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
注 射 器 24は 、 プ ラ ン ジ ャ 38が 並 進 運 動 す る よ う に 配 置 さ れ た シ リ ン ダ 36を 具 備 し て い る 。
プ ラ ン ジ ャ 38は 、 親 指 リ ン グ 40を 具 備 し 、 同 様 に 、 シ リ ン ダ 36の 内 周 面 44に 係 合 す る ゴ ム
製 又 は エ ラ ス ト マ 製 の ス ト ッ パ 42を 具 備 し て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 指 リ ン グ 46及 び 48は 、
親 指 リ ン グ 40と 連 動 す る 注 射 器 24の 操 作 を 促 進 す る た め に シ リ ン ダ 36か ら 延 び て い る 。 シ
リ ン ダ 36は 、 マ ニ ホ ー ル ド 26の 第 １ 端 52に 接 続 さ れ た 縮 径 出 口 50を 具 備 し て い る 。 ネ ジ 切
り さ れ た 又 は そ の 他 の 適 切 な 継 ぎ 手 54は 、 そ の 間 の 取 り 付 け の た め に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
マ ニ ホ ー ル ド 26は 、 第 １ 端 52と 、 第 ２ 端 56と 、 複 数 の 弁 付 き 入 口 ポ ー ト 58a、 58b、 及 び 58
cと を 有 し て い る 。 図 １ 中 に 示 さ れ る よ う に 、 入 口 ポ ー ト 58cは 、 供 給 源 22か ら の コ ン ト ラ
ス ト の 受 け 取 り 用 の 第 １ の 流 体 ラ イ ン 28に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 入 口 ポ ー ト 58bは 、 第
２ の 流 体 ラ イ ン 30を 介 し て 食 塩 溶 液 源 60に 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の 入 口 ポ ー ト 58aは 、 圧
力 変 換 器 64に 接 続 さ れ る よ う に 示 さ れ て い る 。 マ ニ ホ ー ル ド 26の 第 ２ 端 56は 、 カ テ ー テ ル
32に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
コ ン ト ラ ス ト 源 22を マ ニ ホ ー ル ド 26に 接 続 す る 第 １ の 流 体 ラ イ ン 28は 、 通 気 孔 68と 同 様 に
弁 66も 具 備 し て い る 。 停 止 コ ッ ク の 形 態 で 提 供 さ れ 得 る 弁 66は 、 コ ン ト ラ ス ト 源 22か ら マ
ニ ホ ー ル ド 26ま で の コ ン ト ラ ス ト の 流 れ を 制 御 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 通 気 孔 68は 、

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-526494 A 2004.9.2



第 １ の 流 体 ラ イ ン 28内 の 任 意 の 空 気 又 は ガ ス を 空 気 に 当 て る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
カ テ ー テ ル 32は 、 近 位 端 70と 、 遠 位 端 72と を 有 し て い る 。 図 ２ 中 に 示 さ れ る よ う に 、 代 替
の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 カ テ ー テ ル 32の 遠 位 端 72に は 、 拡 張 可 能 な リ ン グ 74が 設 け ら れ
る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 重 要 性 は 、 さ ら に 詳 細 に こ こ で 議 論 さ れ る 。 拡 張 可 能 な リ ン グ
74は 、 圧 縮 空 気 又 は そ の 他 同 種 の も の を 導 入 す る エ ラ ス ト マ 製 の 中 空 リ ン グ の 形 態 で 提 供
さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 カ テ ー テ ル 32の 直 径 を 増 大 さ せ る た め に 拡 張 す る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ を 再 び 参 照 し て 、 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 34は 、 カ テ ー テ ル 32近 傍 に 示 さ れ て い る 。 改
良 さ れ た 視 覚 化 装 置 34は 、 ヒ ー タ の 形 態 で 提 供 さ れ る こ と が 可 能 で あ る か 、 又 は 拡 張 可 能
な リ ン グ 74を 具 備 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ヒ ー タ 76は 、 電 気 的 な 作 動 に 伴 い 、 温 度 を 上 げ
、 そ れ に よ り カ テ ー テ ル 32の 温 度 を 上 昇 さ せ 、 従 っ て 、 カ テ ー テ ル 32内 の コ ン ト ラ ス ト の
温 度 を 上 昇 さ せ る 、 従 来 の 加 熱 コ イ ル を 含 む 、 様 々 な 放 射 、 対 流 、 及 び 伝 導 の 形 態 で 提 供
す る こ と が で き る 。 こ れ に 代 え て 、 ヒ ー タ 76は 、 カ テ ー テ ル 32又 は 装 置 20の そ の 他 の 部 分
を 包 む 導 管 又 は 管 の 形 態 で 提 供 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 そ れ を 通 じ て 、 比 較 的 暖 か い 流
体 が 、 コ ン ト ラ ス ト の 加 熱 の た め に 通 さ れ る 。 さ ら な る 代 替 に お い て は 、 ヒ ー タ 76は 、 装
置 20に 直 接 埋 め 込 ま れ る こ と が 可 能 で あ る 。 よ り 明 確 に は 、 抵 抗 器 コ イ ル 又 は そ の 他 の 加
熱 装 置 は 、 注 射 器 24、 マ ニ ホ ー ル ド 26、 第 １ の 流 体 ラ イ ン 28、 第 ２ の 流 体 ラ イ ン 30、 又 は
カ テ ー テ ル 32の 本 体 に 設 け ら れ る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 発 明 者 は 、 装 置 20を
通 じ た 冷 却 効 果 を 減 少 さ せ る た め に 、 患 者 に 挿 入 さ れ た カ テ ー テ ル 32の 端 に 可 能 な 限 り 近
く に ヒ ー タ 76を 設 け る こ と が 有 益 で あ る こ と を 見 出 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置 34は 、 そ れ に よ り 血 流 が コ ン ト ラ ス ト を 洗 い 流 す 影 響 を 最 小 限 に す
る た め に 、 ま た 、 生 成 さ れ る 視 覚 的 な Ｘ 線 撮 影 イ メ ー ジ を 減 少 さ せ る た め に 、 コ ン ト ラ ス
ト が 注 入 さ れ 得 る 速 さ を 増 加 さ せ る た め に 提 供 さ れ る 。 ヒ ー タ 76を 採 用 す る 実 施 の 形 態 に
お い て は 、 速 さ が 、 コ ン ト ラ ス ト の 温 度 を 上 げ る こ と に よ り 増 加 さ れ 、 そ れ は 、 代 わ り に
、 そ の 密 度 を 減 少 さ せ 、 粘 性 を 減 少 さ せ る 。 従 っ て 、 コ ン ト ラ ス ト が 、 よ り 容 易 に 注 入 さ
れ る の で あ る 。 拡 張 可 能 な リ ン グ 74を 採 用 す る 実 施 の 形 態 に お い て は 、 カ テ ー テ ル 32の サ
イ ズ が 、 患 者 の 血 管 構 造 内 へ の 配 置 の 後 に 増 大 さ れ る 。 こ の よ う に 、 コ ン ト ラ ス ト が 注 入
さ れ る 一 方 、 血 流 は 、 血 管 構 造 を 通 じ て 制 限 さ れ る 。 従 っ て 、 コ ン ト ラ ス ト は 、 血 流 の よ
り 少 な い 混 合 、 及 び コ ン ト ラ ス ト の よ り 少 な い 稀 釈 で 注 入 さ れ る 。 コ ン ト ラ ス ト の 注 入 の
後 に 、 拡 張 可 能 な リ ン グ を 萎 ま せ る こ と が で き 、 ま た 、 カ テ ー テ ル 32を 取 り 除 く こ と が で
き 、 そ れ に よ り 血 流 を 正 常 に 戻 す こ と を 可 能 に す る 。 ヒ ー タ 76及 び 拡 張 可 能 な リ ン グ 74は
、 同 一 の シ ス テ ム 又 は 装 置 20に 組 み 合 わ せ ら れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
操 作 に お い て は 、 装 置 20が 、 増 加 し た 速 さ で 患 者 に 流 体 を 注 入 す る た め に 使 用 さ れ る こ と
が 可 能 で あ る 。 図 ３ 中 に 示 さ れ る よ う に 、 そ れ は 、 弁 66が 開 か れ た 後 で 、 装 置 20に よ っ て
取 ら れ 得 る ス テ ッ プ の サ ン プ ル 描 写 で あ り 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ 78で 示 さ れ る よ う に 、 弁 付
き ポ ー ト 58cを 開 く こ と に よ り 開 始 さ れ る 。 こ の よ う に 、 流 体 の 流 れ は 、 コ ン ト ラ ス ト 源 2
2か ら 、 マ ニ ホ ー ル ド 26を 通 じ て 、 注 射 器 24の 出 口 50へ 伝 え ら れ る 。 コ ン ト ラ ス ト 22は 、
ス テ ッ プ 80で 示 さ れ る よ う に 、 プ ラ ン ジ ャ 38の 引 き 出 し の 際 に 、 注 射 器 24の シ リ ン ダ 36に
入 る こ と が で き る 。 よ り 明 確 に は 、 シ リ ン ダ 36内 の プ ラ ン ジ ャ 38の 引 き 出 し は 、 シ リ ン ダ
36内 の 真 空 を 生 成 し 、 そ れ に よ り 注 射 器 24に コ ン ト ラ ス ト を 引 き 込 む 。 プ ラ ン ジ ャ 38は 、
シ リ ン ダ 36に 適 切 な 容 積 で 満 た す の に 十 分 な 距 離 だ け 引 き 出 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 一
連 の 印 又 は 目 盛 り は 、 そ の よ う な 操 作 を 促 進 す る た め に シ リ ン ダ の 横 に 提 供 さ れ る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 旦 、 注 射 器 24が 適 切 な 容 積 で 満 た さ れ れ ば 、 プ ラ ン ジ ャ 38は 、 ス テ ッ プ 82に よ っ て 示 さ
れ る よ う に 、 シ リ ン ダ 36に 後 退 す る 。 こ の よ う に 、 コ ン ト ラ ス ト 22は 、 シ リ ン ダ 36か ら 、
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マ ニ ホ ー ル ド 26へ 、 カ テ ー テ ル 32を 通 じ て 、 そ し て 、 患 者 へ 押 し 込 ま れ る 。 装 置 20の 部 品
を 通 過 す る 間 、 ス テ ッ プ 84で 示 さ れ る よ う に 、 コ ン ト ラ ス ト 流 体 22は 加 熱 さ れ る 。 こ の よ
う に 、 コ ン ト ラ ス ト 22の 密 度 及 び 粘 性 が 減 少 さ れ 、 そ し て 、 ユ ー ザ に よ っ て プ ラ ン ジ ャ 38
を 押 し 下 げ る の に 必 要 な 力 が 減 少 さ れ 、 そ し て 、 注 入 の 速 度 が 増 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
オ プ シ ョ ン の ス テ ッ プ 86に お い て は 、 カ テ ー テ ル 32は 、 加 熱 ス テ ッ プ 84に 伴 っ て 拡 張 さ れ
る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 、 カ テ ー テ ル 32は 、 或 る 時 は 、 カ テ ー テ ル 32が 配 置 さ れ
る 血 管 構 造 を 通 じ て 血 液 を 制 限 す る 。 従 っ て 、 コ ン ト ラ ス ト 22は 、 血 流 か ら の 減 少 さ れ た
干 渉 及 び 稀 釈 で ス テ ッ プ 88に お い て 患 者 に 注 入 さ れ る こ と が で き る 。 一 旦 、 コ ン ト ラ ス ト
22が 完 全 に 注 入 さ れ れ ば 、 カ テ ー テ ル を 萎 ま せ 、 取 り 除 く こ と が で き る 。 カ テ ー テ ル 拡 張
ス テ ッ プ 86は 、 加 熱 ス テ ッ プ 84が な い 状 態 で 実 施 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 そ し て 同 様 に
、 コ ン ト ラ ス ト の 加 熱 84が 、 カ テ ー テ ル 拡 張 ス テ ッ プ 86が な い 状 態 で 実 施 さ れ る こ と が で
き る と い う こ と は 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
先 の こ と か ら 、 当 業 者 に と っ て は 、 本 発 明 の 教 示 が 、 オ ペ レ ー タ に よ っ て 患 者 に 流 体 を 手
動 で 注 入 す る の に 必 要 な 力 を 低 下 し 、 注 入 の 速 さ を 増 加 さ せ 、 ま た 、 生 じ る Ｘ 線 撮 影 イ メ
ー ジ 上 の コ ン ト ラ ス ト 視 覚 化 を 改 善 す る 手 動 の 流 体 注 入 装 置 及 び 方 法 を 提 供 す る た め に 採
用 さ れ る こ と が 可 能 で あ る こ と は 理 解 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 が 様 々 な 修 正 及 び 代 替 構 成 に 影 響 さ れ 易 い 一 方 、 そ の 或 る 実 例 と な る 実 施 の 形 態 は
、 図 面 中 で 示 さ れ て お り 、 下 に 詳 細 に 記 述 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 を 開 示 さ れ た 特
定 の 形 態 に 限 定 す る 意 図 が な い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 し か し 、 こ れ に 反 し て 、 こ
の 意 図 は 、 添 付 の 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る よ う な 本 発 明 の 精 神 及 び 範 疇 内 に あ る 修
正 、 代 替 構 成 及 び 均 等 物 を す べ て カ バ ー す る こ と で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 教 示 に 従 っ て 構 築 さ れ た 手 動 の 流 体 注 入 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 教 示 に 従 っ て 構 築 さ れ た 流 体 注 入 装 置 の 代 替 の 実 施 の 形 態 の ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 教 示 に 従 っ て 構 築 さ れ た 流 体 の 注 入 シ ス テ ム に よ っ て 取 ら れ 得 る ス テ ッ
プ の サ ン プ ル 手 順 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
20　 流 体 注 入 装 置
22　 供 給 源 （ コ ン ト ラ ス ト 源 、 コ ン ト ラ ス ト ）
24　 注 射 器
26　 マ ニ ホ ー ル ド
28　 第 １ の 流 体 ラ イ ン
30　 第 ２ の 流 体 ラ イ ン
32　 カ テ ー テ ル
34　 改 良 さ れ た 視 覚 化 装 置
36　 シ リ ン ダ
38　 プ ラ ン ジ ャ
40　 親 指 リ ン グ
42　 ス ト ッ パ
44　 シ リ ン ダ 内 周 面
46　 第 １ の 指 リ ン グ
48　 第 ２ の 指 リ ン グ
50　 縮 径 出 口
52　 第 １ 端
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54　 継 ぎ 手
56　 第 ２ 端
58a　 入 口 ポ ー ト
58b　 入 口 ポ ー ト
58c　 入 口 ポ ー ト
60　 食 塩 溶 液 源
64　 圧 力 変 換 器
66　 弁
68　 通 気 孔
70　 近 位 端
72　 遠 位 端
74　 拡 張 可 能 な リ ン グ
76　 ヒ ー タ
78　 ス テ ッ プ
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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